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※都合により誌面が変更される場合がございます。

「ソフトバンクグループから世界初の感情認識パーソナルロボット“pepper（ペッ
パー）”が 6 月 20 日に発売され，販売開始からたった 1 分で 1,000 台が完売し

た」というニュースが報道されました。高齢者や一人暮らしの若い世代にも人気があるよ
うですが，ロボットということで誰にも気を使わず，気楽に話し合えるような存在が求め
られていると感じました。また，「アザラシ型の癒しロボット“パロ”が世界で最もセラ
ピー効果のあるロボットとしてギネス世界記録に認定された」という記事も以前目にした
ことがあります。“パロ”は声かけで反応し，抱きかかえると喜んで動物らしいしぐさで心
を和ませてくれます。そのため多くの医療施設や介護老人福祉施設などで利用され，自閉
症や認知症の高齢者の心の支えになっているようです。私が実際に訪問看護でうかがう利
用者の中には，人と話をすることがないからと猫や鳥を飼っている人，1 人では散歩はつ
まらないからと犬を飼っている人，餌代が安いからと昆虫や爬虫類を飼っている人，話を
する人形を家族から贈ってもらった人など，コミュニケーションをとる相手を探している
人たちがいます。コミュニケーションや触れ合うことで癒され，生活の意欲につながってい
るように思います。
　理化学研究所が発表した介護を詠んだ川柳の中で介護ロボットに対して「五年後は　美
人看護婦　出るかなぁ」「五年後は　夢見心地で　腕の中」「五年後は　足も生えるか　膝
枕」という句がありました。また，今年のサラリーマン川柳大賞で「湧きました　妻より
優しい　風呂の声」という句が 2 位に選ばれていました。話をする自動販売機も人気に
なっています。ハイテク機器の開発は目まぐるしい速さで進み，機械に囲まれ，機械に振
り回されている現代社会の中で，皆，人の温もりに飢え，癒しを求めているのではないで
しょうか。
　昨年，NHK で「あなたのそばにロボットが！暮らしはどう変わる ?」というテレビ番組
が放送され，ロボットによる介護サービスを受けたいかどうかというアンケートがありま
した。その結果，NO 40％，YES 60％で，半数以上が介護ロボットを受け入れていまし
た。高齢化が進むわが国にとって介護者の不足や介護者への負担が問題なっています。一
方介護される側にも人間関係が希薄な時代で人に気を使って疲れるよりも，遠慮せずに頼
れるロボットの存在は大きいと思います。医療，福祉，介護の多方面で今後さらなるロ
ボットの開発，普及を期待しています。 編集委員　山下裕子
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